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＜コロナに明けコロナと共に＞ 
 2020年も残すところ10日を切りました。先週からは

いきなりの寒さで、まさに氷の世界に閉じ込められた感

もありました。穏やかな年末年始を迎えたいものです。 
 さて、今年は言うまでもなく新型コロナウイルスに振

り回された年でした。残念ながら収束は一向に見えず、

ポストではなくウィズコロナとして年をまたぐことにな

りました。そして恒例の今年の漢字に選ばれたのが、「密」

私の予想は「禍」でしたが、揮毫した清水寺の森清範貫

主によれば、「密には、親しむという意味が含まれている。

物理的には離れているが、心はしっかりしたつながりを

持っていきたい」とのこと。ちなみに昨年は新元号の「令」

でした、覚えていますか。良い、美しい、秩序という意

味を持つ言葉から急転直下なわけですが、森貫主の言葉

を信じて前を向こうではありませんか。 
 12月24日から、入試業務との 
関連もあって比較的長い冬休みに 
入ります。普段とは違う日々を送 
ることになるわけですが、気を抜 
くことなく、まただらけた生活を 
送って免疫力を下げないように、 
有意義な期間にしてください。 

 

＜全校礼拝より＞ 
 新約聖書 マタイによる福音書 第13 章 37 節  

12月23日（水）クリスマス礼拝・終業式 
12月24日（木）特進冬季課外（～27日） 
        教進冬季課外（～28日） 
12月29日（火）年末年始休暇（～1月3日） 
1月 5日（火）特進3年課外（～10日） 
1 月 7 日（木）特進1・2年課外（～10 日）

（※1月9日（土）は課外なし） 
1月 9日（土）推薦入試 
1月10日（日）推薦入試合格発表 
1月11日（月）一般入試前期 
1 月 15 日（金）始業式・礼拝 共通テスト

結団式・下見 一般入試前期合格発表 
1月16日（土）大学入学共通テスト 
 ～17日（日） 
1月18日（月）自己採点（共通テスト） 
1月19日（火）防災復興講話 3年先輩・担

任講話 
1月23日（土）英検一次 進研記述1・2年 
1月27日（水）3年第4期考査（～2／1） 
1月30日（土）一般入試後期 



 

 

 

 

 

 

＜徒然なるままに＞ 
コロナによる怒涛の一年というのもありますが、最近、

いやかなり前から月日が経つのがとても早く感じられて

仕方ありません。年のせいなのでしょうか。同じことを

4、5年前にも感じて、原因を調べてみると「ジャネーの

法則」というものに辿り着きました。以下がその法則。 

なるほど･･･なんか「チコちゃんに叱られる」でも同じ

ようなことをやっていました。要するに年を取ると感動

体験が少なくなるのだということ。こうなると生徒の皆

さんが羨ましい限りです。でも最近、ある記事を読んで

「これだ！」と思ったことがありました。それはある人

が「創年」という造語を作り、実年齢を3割若返らせて、

若返った気持ちで自分を地域に生かす楽しみ方を創り出

そうと提案しているのです。そうなると私は大体45歳

になります。その若さで地域にというよりも附属高校そ

して大学に貢献できれば、と考えることにします。大事

なのは気の持ちようなわけで、皆さんの活躍や感動の場

面に立ち会うことで、日々をじっくりと味わっていく、

そんな年に来年はなりますように。個人的には東京オリ

ンピック・パラリンピックが無事開催されることを切に

祈るばかりです。 

＜今年の一冊・今年の一本＞ 
今年度から朝読書を始めたわけですが、皆さんはどん

な本を読んだでしょうか。10月に高総文祭の総合開会式 
がありましたが、係で来ていた生徒が空き時間にベンチ

に座って文庫本を読んでいる姿があり、何となく嬉しく

思いました。私は県バレーボール協会の会長を仰せつか

っており、本来であれば土日には様々な大会があり、顔

を出すことになりますが、コロナの関係でほとんどの大

会が中止となり、その時間が読書に費やされることにな

りました。というわけで今現在106冊目の本を読んでい

ます。ちなみに映画館も1か月強クローズしたことも手

伝い、映画の本数と逆転現象が起きました。それでも映

画館には66回足を運んでいます。そうです、他にあま

り趣味がないのです。前置きが長くなりましたが、つい

最近読んだ本と映画が実は韓国作品でした。まずは本か

ら、「わたしに無害なひと」（チェ・ウニョン2020年）

序文となる作者の言葉にこの 
本の魅力が凝縮されています。 

これから

のグローバル社会を生きる若い皆さんにこそ読んでもら

いたい一冊です。映画については来月号で紹介します。 


